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総合学習センター 総合学習センター

開館時間と休館日
 ＜開館時間＞  火～金 9：30 ～ 18：00
　　　　　  土・日 9：30 ～ 17：00
  ＜定 休 日＞   月曜日・祝祭日・年末年始

◇ 図書館カレンダー ◇

らいぶらりいブックレビュー
こんなのもあります

■の日は休館です。

図書館
ニュース

30

3/25 水 移動図書館車①コース
26 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
27 金 移動図書館車④コース 　
28 土 　
29 日 10:30 ～おはなしひろば　
30 月 月曜休館
31 火 　
4/1 水 移動図書館車③コース　
2 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
3 金 移動図書館車②コース　
4 土 　
5 日 10:30 ～おはなしひろば　
6 月 月曜休館
7 火 　
8 水 移動図書館車①コース
9 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
10 金 移動図書館車④コース　
11 土 　
12 日 10:00 ブックスタート
13 月 月曜休館
14 火 蔵書整理休館（24 日まで）　
15 水 　↓
16 木 　↓
17 金 　↓
18 土 　↓
19 日 　↓
20 月 　↓
21 火 　↓
22 水 　↓
23 木 　↓
24 金 蔵書整理休館　

移動図書館車ゆきつばき号巡回日程表（平成 21 年４月～５月）

１コース 水曜日 ２コース 金曜日 ３コース 水曜日 ４コース 金曜日
北原公会堂 今井生活改善センター 温井多目的センター ＪＡ太田支所前

9：50 ～ 10：10 10：00 ～ 10：20 10：00 ～ 10：20 10：00 ～ 10：20

柏尾公民館 千曲荘前 蕨野ふるさと館前 柳沢公会堂
10：15 ～ 10：35 10：25 ～ 10：50 10：30 ～ 10：50 10：25 ～ 10：45

戸隠公民館 戸狩セブンイレブン前 戸狩温泉スキー場瀬木駐車場 小泉集落センター
10：45 ～ 11：05 10：55 ～ 11：15 10：55 ～ 11：15 10：55 ～ 11：15

下水沢公会堂 大塚生活改善センター 顔戸公会堂 外様文化センター
11：10 ～ 11：30 11：20 ～ 11：40 11：25 ～ 11：45 11：25 ～ 11：45

小沼倉科商店前 西大滝旧鈴木病院 ふっくら工房ふるさと前 ＪＡ富倉支所付近
11：35 ～ 11：55 2：20 ～ 2：40 1：50 ～ 2：10 2：00 ～ 2：20

関沢農業生活改善センター 藤沢多目的集会所 坂井多目的集会所 市ノ口公会堂付近
2：25 ～ 2：45 2：45 ～ 3：05 2：15 ～ 2：35 2：40 ～ 3：00

神戸公民館 馬場集会所 上組公民館 小佐原公会堂
2：55 ～ 3：15 3：10 ～ 3：30 2：50 ～ 3：10 3：05 ～ 3：25

福島公民館 岡山活性化センター 深沢公会堂 山口公会堂
3：20 ～ 3：40 3：35 ～ 3：55 3：20 ～ 3：35 3：30 ～ 3：50

戸那子構造改善センター 和水多目的センター 茂右エ門新田区民センター 笹川公民館
3：50 ～ 4：10 4：00 ～ 4：20 3：40 ～ 3：55 3：55 ～ 4：15

常盤小学校付近 秋津中央公会堂 南条生活改善センター
4：20 ～ 4：40 4：05 ～ 4：25 4：20 ～ 4：40

中町神社道路付近
4：30 ～ 4：50

４月８日 ４月３日 ４月１日 ４月 10 日
５月 20 日 ５月 1・15・29 日 5 月 13・27 日 5 月 8・22 日
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損
！
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融
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落
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仕
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司
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整
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の
た
め
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休
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ま
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い
つ
も
図
書
館
を
ご
利
用
い

た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
４
月
14
日（
火
）～
24
日（
金
）

の
11
日
間
は
蔵
書
整
理
期
間

と
し
て
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
こ
の
間
は
、
移
動
図

書
館
の
巡
回
も
休
止
と
な
り
ま

す
。

　

図
書
館
で
の
蔵
書
数
は
、
本

年
１
月
末
時
点
で
10
万
点
を
超

え
ま
し
た
。
整
理
期
間
中
に
、

こ
れ
ら
蔵
書
す
べ
て
の
所
在
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
作
業
を

行
い
ま
す
。

　

長
ら
く
の
休
館
に
よ
り
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　
な
お
、
休
館
中
の
ご
返
却
は
、

返
却
ポ
ス
ト
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

巡
回
30
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念
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発
行

　

移
動
図
書
館
車
「
ゆ
き
つ
ば

き
」
号
は
、
み
な
さ
ま
の
温
か

い
お
出
迎
え
、
お
見
送
り
に
支

え
ら
れ
、
２
５
０
０
冊
の
夢
と

希
望
を
載
せ
て
、
今
日
も
元
気

に
市
内
を
駈
け
巡
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
３
月
18
日
、
昭
和
53
年

の
は
じ
め
て
の
巡
回
か
ら
満
30

歳
。
そ
の
記
念
に
と
、
み
な
さ

ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た「
ゆ

き
つ
ば
き
」
号
へ
の
思
い
を
文

集
と
し
て
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

　

少
し
で
す
が
お
配
り
で
き
る

部
数
が
ご
ざ
い
ま
す
。「
ゆ
き
つ

ば
き
」
号
と
図
書
館
に
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
お
気
軽
に
係
員
へ
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

よ
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も
の
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シ
リ
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ノ
ー
ト

敗
れ
ざ
る
者
た
ち
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下
）

木
田　

元

沢
木　
耕
太
郎

　

２
月
28
日
（
土
）
の
午
後
、

市
の
公
民
館
二
階
講
堂
で
飯
山

雪
国
大
学
文
学
セ
ミ
ナ
ー
特
別

講
演
会
と
し
て
、
現
代
短
歌
界

の
俊
英
、
田
井
安
曇
先
生
に
よ

る
飯
山
で
は
初
め
て
の
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

春
の
穏
や
か
な
日
ざ
し
に
包

ま
れ
る
中
、「
ふ
る
さ
と
飯
山
」

へ
の
思
い
を
旧
制
飯
山
中
時
代

飯
山
雪
国
大
学
文
学
セ
ミ
ナ
ー
特
別
講
演
会
開
催
さ
れ
る
!!

 

「
ふ
る
さ
と
飯
山
と
私
の
作
歌
人
生
」

歌
人  　

田
井　
安
曇　
先
生　

記
念
す
べ
き
飯
山
初
講
演の

思
い
出
話
や
戦
後
の
短
歌
界

の
状
況
な
ど
、
時
に
ユ
ー
モ
ア

を
ま
じ
え
、
懐
か
し
く
語
ら
れ

ま
し
た
。
後
半
に
は
、
用
意
さ

れ
た
資
料
か
ら
自
作
の
短
歌
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
作
者
な
ら

で
は
の
深
い
説
明
も
さ
れ
、
皆

聞
き
入
り
ま
し
た
。

△講演終了時には参加者から
　花束のプレゼントが

　

会
場
に
は
、
兵
庫
県
、
埼
玉

県
、
東
京
都
な
ど
県
外
か
ら
駆

け
つ
け
た
方
な
ど
を
合
わ
せ
て
、

１
０
０
名
を
こ
え
る
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
思
い
出
に
残
る
有

意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。 △ 100 名を超える参加者で熱気に包まれた会場

△「田井安曇」コーナー
　　　　　（図書館内）

　「ラジオ深夜便」こころの時代の対談
をＣＤに収めたものです。
　松下幸之助の精神や、松下政経塾で
の体験を上申氏が熱く語っています。
　「すべて物事は自分の考え方しだい」、

「人生に無駄な経験はない」等の言葉は、
聞く人に勇気を与えてくれます。

「松下幸之助の学ぶ」
　  　　　　　　　　　上申　晃

（ラジオ深夜便ＣＤセレクション）


